〈書評〉Andreas Pehnke (hrsg.u.erl.): Die literarische Werkausgabe des Hamburger Friedenspadagogen Wilhelm Lamszus (1881-1965). Beucha・Markkleeberg (Sax-Verlag) 2016 by 畔上 泰治 & Taiji AZEGAMI
〈書評〉Andreas Pehnke (hrsg.u.erl.): Die
literarische Werkausgabe des Hamburger








論叢現代語・現代文化 2019 Vol.20 pp. 73-76 73 
屠亘l
Andreas Pehnke (hrsg.u.erl.): Die literarische Werkausgabe des 
HamburgerFガedensPiidagogenWilhelm Lamszus (1881-1965). 
Beucha・Markkleeberg (Sax-Verlag) 2016 
畔上泰治













































































二部として構想されていた『精神病院』 (DasIrrenhaus, 1919)や戯!il 『毒ガス』 (Giftgas.1925 




していた。戦後に発表されたアンソロジー『大いなる死の舞踏』 (DergroBe Totentanz. 1946年．）
に含まれた小編『研究者と死』 (DerForscher und der Tod) は、大企業から資金を得て研究
を遂行し、完成させながらも、その成果が悪用され人類に多大な被害をもたらす可能1生を息い
悩み、研究成果の公表を控えるべきかと苦悶する大学教授の姿を抽いている。この作］んは、
ガスや原子爆弾などが開発され、戦争に投入された現実を目にしたラムスツスが、科呼者の杜
会的責任というテーマを扱う小品となっている。
4. ベルタ・フォン・ズットナー財団、ハンブルク学校史1洲究振興会、グライフスヴァルト大
学 W.ラムスツス研究室などの支援により出版された、 748頁のこの大著『ハンプルク平月1教
育者ヴィルヘルム・ラムスツス文学作品集 (1881-1965)』では、編者ペーンケはラムスツス
の生涯とその活動を、ラムスツスが警告した二つの世界大戦を庫訓に区分し、二つの戦争の前後
におけるラムスツスの活動を記し、同時にその時代に書かれた彼の作品を掲載している。本書
は、 1章「幼年時代、学校時代、最初の（改革）教育の実践ならびにヴィルヘルムWJドイツに
おける作家デビュー」、 2章「第一次世界大戦の警告：ラムスツスの主著『人IMJ屠殺場』、その
続編ならびに外人部隊短編作品」、 3章「『人間屠殺場』が第一次世界大戦として現実となる」、
4章「第二次世界大戦の警告：ヴァイマル共和国時代の平和・改革教育活動」、 5班「ナチ時代
の国内亡命」、 6章「第三次そして最後の世界大戦、核地獄の警告ー戦後期の東西対話の中で」、
7章「付録．・『人間屠殺場』一反戦映画プロジェクトのシナリオ草稿」、 8章「生涯年表」、 9
「注」、 10章「人物索引」から成り、年表や注．、索引を除く各章ではラムスツスの当該の時代
における文学的な活動を纏め、またそれぞれの作品の背景や意義、反響などを集大成している。
第9章の注や第 10章の索引は詳細を極め、そこには世界各国のラムスツス関連資料を渉猟し、
長年にわたりラムスツスを精力的に研究してきた編者ペーンケ教授の強靱な探求心と情熱を読
み取ることができる。
幸運にも日本はここ 70年以上にわたり戦争を直接経験することはなかった。その中で、遠
い地域で繰り返されている戦争は画面を通して消費され、戦場で苦しむ人々の痛みへの共感は
封印されがちである。すでに一世紀以上前に、近代化した大量殺数兵揺を投入して交わされる
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戦争が招く惨事と、武器への科学技術の転用を警告したヴィルヘルム・ラムスツスの活動を詳
細に纏めたペーンケ教授のこの大著は、企業の資金を活用して先端技術の研究開発に取り組も
うとする大学と、その成果を活用し、最先端機器の開発と販路拡大を目指す産業界との間の共
同研究が推奨されている現代の日本においても、科学者の社会的倫理というテーマを思考し続
けている人々に対して、貴重な資料を与える一冊となろう。
